
会　　　計　　　名 予　算　額

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 45億4,891万2千円

介 護 保 険 特 別 会 計 58億6,804万9千円

後期高齢者医療特別会計 7億7,248万5千円

特 別 会 計

会　　　計　　　名 予　算　額

水道事業会計

収益的収入および支出
収　入 6億6,964万1千円

支　出 6億6,843万4千円

資本的収入および支出
収　入 6億3,037万8千円

支　出 8億9,201万2千円

下水道事業会計

収益的収入および支出
収　入 11億7,696万8千円

支　出 11億6,897万4千円

資本的収入および支出
収　入 10億499万1千円

支　出 12億2,719万3千円

企 業 会 計

　市には、一般会計とは別に、特定の事
業を処理するための会計があります。
　国民健康保険や介護保険などがこれに
あたり、一般会計とは別に特別会計と言
われます。
　また、一般会計、特別会計以外に、独
立採算を原則とし、企業的な事業を行う
水道事業会計などがあります。
　各会計の予算額は次のとおりです。　

　本年 10月に、吉野川市は誕生から 20周年を迎えます。これま
で築いてきた歴史、文化、伝統、自然を大切に守っていくとともに、
さらなる飛躍を祈念してさまざまな事業を実施します。
※詳細については、広報よしのがわで随時お知らせします。

市制 20周年記念事業

●問い合わせ　財務課　☎22-2221　℻22-2244
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予算額：5,256万2千円

イベント事業
⃝市制 20周年記念式典
⃝市制 20周年記念　ＮＨＫのど自慢
⃝巡回ラジオ体操・みんなの体操会
⃝農林業まつり（P12）
⃝市民プラザふれ愛フェスティバル
　　　　　　　　　　　　　　　など

記 念 制 作
⃝市制 20周年記念誌発刊
⃝市史（偉人編）編さん
⃝マンホールカード作成
⃝吉野川市を舞台とした映画製作
　　　　　　　　　　　　　　　など

～夢を紡いで 20 年  羽ばたけ未来へ  吉野川～

情 報 ひ ろ ば

建築営繕室　☎ 22-2224　℻ 22-2246問い合わせ

 補助金の額　対象工事費の２／３　
	 　　　　　　上限額：30万円

■移住促進空き家リノベーション支援事業
　市外からの移住者（移住予定者）が、本市の空
き家バンクに登録された空き家を購入、または賃
借した場合、その空き家を居住目的でリノベーショ
ンする工事に対する費用を補助します。
 補助金の額　対象工事費の２／３
 　　　　　　上限額：320万円

■老朽危険空き家等除却支援事業
　地震などの災害時に倒壊した場合、避難路に影
響を及ぼすおそれのある老朽化し危険な空き家な
どの除却（解体工事）に対する費用を補助します。
 補助金の額　対象工事費の４／５
 　　　　　　上限額：80万円

■危険ブロック塀等安全対策支援事業
　避難路に面するブロック塀などの倒壊による事
故を未然に防ぎ、通行人の安全確保および災害時
の緊急車両の通行を確保するため、対象となる危
険ブロック塀などの撤去と撤去したブロック塀か
ら軽量なフェンスなどへの建て替えに対する費用
を補助します。

（１）危険ブロック塀等撤去支援事業
 補助金の額　対象工事費の２／３および
	 基準額（１ｍあたり 6,000 円）の２／３
	 上限額：６万６千円

（２）フェンス等設置工事支援事業
 補助金の額　対象工事費の２／３および基準

額（１ｍあたりパネルおよび格子状などの
場合は 24,000 円、ネット状などの場合は
14,000 円）の２／３

	 上限額：26万６千円

■木造住宅耐震化促進事業
　本市では、近い将来に発生が予想されている「南
海トラフ巨大地震」や活断層を震源とする「直下
型地震」による建物の倒壊から市民の命を守るた
め、木造住宅の耐震化を進めています。（１）の耐
震診断で耐震性能が低い（評点 1.0 未満）と判断
された住宅に対し、（２）（３）（４）（５）の各補
助制度があります。
対象となる住宅の条件
①市内の木造住宅で、平成 12 年５月 31 日以
前に着工されたもの

②在来軸組構法、伝統構法および枠組壁工法に
よるもの（木質プレハブ工法は除く）

③３階建て以下の建物（併用住宅、共同住宅、
長屋、借家、空き家を含む）

（１）耐震診断（無料）
　大規模な地震に対して、どの程度の安全性があ
るかを評点により判定します。（評点 1.0 以上が
耐震性能あり）

（２）補強計画（無料）
　耐震診断結果を元に、耐震改修工事の参考とな
る補強計画と概算費用を提示します。

（３）耐震改修支援事業
　本格的な耐震改修（評点を 1.0 以上に改善）を
行う費用を補助します。
 補助金の額　対象工事費の２／３
	 　　　　　　上限額：120万円

（４）耐震シェルター設置支援事業
　耐震シェルター（徳島県認定品）または耐震ベッ
ドの設置費用を補助します。
 補助金の額　対象工事費の４／５　
	 上限額：80万円（耐震ベッド　上限額：40万円）

（５）住まいのスマート化支援事業
　（３）または（４）の工事と併せて行う ICT や
AI を活用した設備の設置費用を補助します。

建築営繕室からのお知らせ

各事業の申込開始　５月７日㈫　（ただし、先着順により枠が埋まり次第終了となります）
※老朽危険空き家等除却支援事業と危険ブロック塀等撤去支援事業は事前調査が必要となり、この調査の
受け付けは通年行っています。
※各事業の詳細については、下記担当まで問い合わせください。
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